
看護学部／看護学科 職名 講師 氏名 安永 薫梨 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
 2004 年 3 月に福島県立医科大学大学院看護学研究科修士課程修了。 

2004 年 4 月より本学に着任。 
現在、研究に関しては「患者の怒りを受けた精神科看護師の不安に対する心的安全空間生成

のプロセスに関する研究」について取り組んでいます。 
教育に関しては、学生が自分自身の内と外の安全感を確かめながら、自己理解、他者理解を

深めると共に、オレムーアンダーウッドのセルフケアモデルを、精神疾患を持つ患者に対し、

展開できるよう講義、演習、実習を行っています。 
今後も、さらに精神疾患を持つ患者の力動的な理解を深め、患者が本当に求めているものは

何か、を探求し、患者が望む生活の実現に向け、日々、トレーニングを積みながら、教育、研

究、実践に取り組んでいきたいと思っております。 
 
２．研究業績 
 ①最近の著書・論文 
・ 川野雅資,安永薫梨,他(2022). 精神科看護ポケットガイド.p16-19,東京：中央法規. 

 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・ 安永薫梨.(2022).精神科看護師の不安に関するセルフケアについての文献検討. PAS セルフケア

セラピィ看護学会第 5 回大会抄録集,p20. 
・ 安永薫梨,宇佐美しおり.(2021).精神科看護師の安全空間生成に関する質問紙の信頼性と妥当性

の検証. PAS セルフケアセラピィ看護学会第 4 回大会抄録集,p29. 
・ 安永薫梨.(2020). 心的安全空間維持に関する構成概念妥当性の検証. PAS セルフケアセラピィ

看護学会第 3 回大会抄録集,p19. 
 

 ③過去の主要業績 
・ 安永薫梨. (2015).「精神科看護における患者から看護師への暴力(Violence)」に関する文献レビ

ュー. 日本精神保健看護学会誌, 24(1),1-11. 
・ 安永薫梨. (2011) .精神疾患をもつ患者が看護師への暴力を思いとどまったその思いと試み.日本

精神保健看護学会誌.20(2),21-27. 
・ 安永薫梨. (2006). 精神科閉鎖病棟における患者から看護師への暴力の実態とサポート体制，日

本精神保健看護学会誌，15(1)，96-103． 
 
 
 
 



３．外部研究資金 

 
・四天王寺大学看護実践開発研究センター研究費助成金 (寄託者:安永薫梨、研究課題:患者の

怒りを受けた精神科看護師の不安への PAS-SCT 介入の評価、交付金額 99,337 円、研究期間

2022.7.13～3.31.) 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 

 

PAS セルフケアセラピィ看護学会、日本看護研究学会、日本精神保健看護学会、日本看護科学

学会、日本看護学教育学会、日本看護協会 
＊PAS セルフケアセラピィ看護学会事務局員 
＊PAS セルフケアセラピィ看護学会第 4,5 回大会事務局員 
＊PAS セルフケアセラピィ看護学会第 4,5 回大会企画委員 

 
６．担当授業科目 

 

<学部> 
精神看護学概論・2 単位・2 年・前期、医療安全・1 単位・2 年・前期、精神看護学・2 単 
位・2 年・後期，精神看護学演習Ⅰ・1 単位・3 年前期、精神看護学演習Ⅱ・1 単位・3 年 
後期、精神看護学実習・2 単位・3 年後期～4 年前期，専門看護学ゼミ・2 単位・3 年・通 
年，統合実習・2 単位・4 年・通年, 卒業研究・2 単位・4 年・通年 

 
<大学院：精神看護専門看護師コース> 
精神看護学特論・2 単位・前期、精神看護学演習・2 単位・後期 

 
７．社会貢献活動 

 
８．学外講義・講演 
 ・高校生参加の授業参観：「精神看護学:主な状態像(不安、強迫、怒り、操作)と看護」(2022.11.4) 

 
９．附属研究所の活動等 

 


